第8回泌尿器核医学国際シンポジウム印象記 by 高山 輝彦 & 油野 民雄
- 26-
第8回泌尿器核医学国際シンポジウム印象記








































































た腎レセプター用製剤として ANF(atrialnatriu r -


































































て GFR と同時に RPFを算出するものであり,他
はMAG3に PatlakPlot法を用いてピクセル毎の
クリアランスを計算し,機能画像を得て腎疲痕を評
価しようとするものであった｡体外衝撃波結石破壊
術 (ESWL)による腎機能の変化については,今回
もトルコから1題提出され,GFR値の変化に乏しい
ものの通過時間が遅延するとの報告がなされた｡
幅広い核医学領域の中では脳,心臓,腫癌の領域
は新しい放射性医薬品の度重なる開発により話題が
豊富であり,華々しい脚光を浴びている. 一方,腎
泌尿器科領域は検査薬剤が早 くから開発され,かつ
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定量的評価も行われてきたために,一見地味な感じ
はするが核医学関連者のみならず泌尿器科医,腎臓
内科医およびそれらの関連者等により新しい放射性
医薬品の開発やデータ解析手法の改良に対する真筆
で地道な努力が今もなお一貫して続けられている｡
会合を終えてから,エジンバラとロンドンに立ち
寄った｡チェスターは快晴でやや肌寒かったが,エ
ジンバラでは更に寒く,夕方6時頃には2日とも雨
に会った｡風が強い上に雨が急に降り出し,日本の
11月か12月の気候を思わせた｡しかし夜は8時を
過ぎてもまだ明るく白夜を連想させた｡"スコットラ
ンド人は厳しい風土に耐えながら身を寄せあって生
きてきたためか人なつこく,親切な人が多い"とガ
イドブックに記されているように,最初の日に地図
を頼りにレストランを捜していると道に迷ったのか
と尋ねられたり,あるいはパーティの参加者が階下
隣のレストランの入口まで案内してくれたり,現地
人の親切さを実感した｡一方,ロンドンでは南アフ
リカの夫婦に道を尋ねられ,地図をみて教えてあげ
ることができ非常に感謝された｡
今回,腎泌尿器核医学国際シンポジウムに初めて
参加したが,核医学医師,腎臓内科医,泌尿器科医
およびそれらの関連領域の人々が一同に会して腎泌
尿器核医学という共通の話題のもとに討論しあうこ
とは,この領域の核医学の発展のために非常に有意
義なことと思われた｡
